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B

改善・
見直し

①ｺﾛﾅ禍により、本町内において
も様々な活動が自粛となる傾向と
なり、各地域の環境保全活動に
ついても同様の傾向となったた
め、KPIが未達成となった。今後
は、感染状況を注視しながら、環
境保全活動、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動、ﾜｰｸ
ｼｮｯﾌﾟなどの開催を支援し、KPIの
達成を図る。

②KPIは未達成だったが、前年対
比で1,624人の増となり、順調に
推移している。引き続き町外会員
＝関係人口の増加に努めるととも
に、町内事業者の販売戦略に活
用できるよう、蓄積された購買ﾃﾞｰ
ﾀの分析から得られるﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
ﾃﾞｰﾀを定期的に公表していく。

③様々なｲﾍﾞﾝﾄの再開やとちぎ国
体の開催などにより町外在住者と
の接点が増えたことや、町ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞのﾘﾆｭｰｱﾙ、田園回帰の機
運の高まりなどにより、目標値を
大きく上回る実績だった。引き続
き有効な情報発信に努め、移住
者や関係人口の増加を目指す。

④次頁【花のまちづくり事業】の検
証結果に同じ。

B
改善・
見直し
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

資産
形成
／
62

【ランドスケープ計画推進事業】
１年目のガイドラインに沿って、
各地域及び各団体とのワーク
ショップを開催し、各地区で実施
可能なプランを作成する。引き
続きランドスケープ評議会を開
催し、計画実施に向けて、より具
体的な内容を検討する。

【担当課：建設課】

■ランドスケープ計画推進事業
・10月にランドスケープ計画推進
委員会を開催し、コロナ対策に努
めながら、益子・益子西・田野地
区でワークショップを開催した。

【事業費】7,370,275円
委託料

A

このまま
継続

全7地区の各代表と各分野の専
門家によるランドスケープ計画推
進委員会を開催した。また、地域
づくり活動の意識・機運を高める
ため、3地区でワークショップを開
催した。今後は各地区の問題点と
解決方法を共有し、町内景観の
保全・育成を町全体で行う仕組み
づくりを進める。

A
このまま

継続
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

産業
／
42

【歩きたくなるまちづくり推進事
業】
役場周辺地区の全体の状況の
把握結果を基に、益子本通りに
沿った地域に着目し、街の特性
を活かしたコンパクトシティによる
まちづくりと景観を活かした観光
ルートづくりに向けて、事業構
想、整備計画を作成する。

【担当課：観光商工課】

■歩きたくなるまちづくり推進事業
・トークセッション等を開催し、現
状課題の洗い出しや未来ビジョン
案の作成等を実施した。

【事業費】1,980,000円
委託料

A

このまま
継続

地区住民代表や宇都宮大学、益
子町商工会等と計画書作成準備
会を組織し、課題や未来ビジョン
の検討を行った。近年本通り界隈
に開店した店主を招き地域住民
や開店希望者とのトークセッショ
ンも2回実施し、事案の検討ととも
に機運醸成も図れた。

来年度以降は自治会長等にも参
加いただき、より広範囲かつ具体
的な活動を行っていく。

A
このまま

継続
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

担当課の検証　①
ＫＰＩに関する検証については、

計画申請課が総括
外部検証委員の検証

地域再生計画名
地方創生
関連制度名

個別事業の概要
本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
総事業費
（単位:円）

重要業績評価指標(KPI)
分野／
ﾍﾟｰｼﾞ
（未来
計画）

①2,314人

②9,692人

③8,767件

④95,471人

ランドスケープ計
画を核とした地域
の担い手・関係人
口創出計画

地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

21,595,697

①地域の保全
活動に取り組
んだ人数
2,689人

②masipoカー
ド会員数（町
外）
900人

③移住定住・
関係人口ワン
ストップサイト
トップページ
アクセス数
6,153件

④花祭り来場
者数
70,000人

①2,749人

②15,200人

③6,653件

④76,000人

ランドスケープ計画を核とした地域の担い手・関係人口創出事業のKＰＩに関する検証 →
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担当課の検証　①
ＫＰＩに関する検証については、

計画申請課が総括
外部検証委員の検証

地域再生計画名
地方創生
関連制度名

個別事業の概要
本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
総事業費
（単位:円）

重要業績評価指標(KPI)
分野／
ﾍﾟｰｼﾞ
（未来
計画）

経営体
／
72
・

暮らし
／
27

【関係人口創出事業】
里山風景の維持・継承活動へ
参加するツアーを開催し、町内
のキーパーソンと交流し、継続
的な参加者を拡大すると共に、
町内の受入先の自主的なツ
アー企画・運営に向けた基盤づ
くりを行う。

【担当課：企画課】

■関係人口創出事業
・小宅古墳群で活動する亀岡八
幡宮里山の会や町内で活躍する
様々な分野のﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙをｷｰ
ﾊﾟｰｿﾝとし、益子芳星高校生を始
めとする町内外の若者有志と共
に、小宅古墳群の里山保全を「我
が事」として考える関係人口の創
出を図るため、活動の活性化や
里山の利活用に関するﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
を行った。
・移住検討者が町内のｷｰﾊﾟｰｿﾝと
交流する機会等を設けるｵｰﾀﾞｰﾒ
ｲﾄﾞ型の町内ﾂｱｰを開催した。
・実績（回数・参加人数）
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ・・・5回・のべ139人
ﾂｱｰ・・・7回・12人

【事業費】1,317,000円
委託料・報償費

A

このまま
継続

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟについては、多様な参
加者が継続的に意見交換などを
行い、新たなｲﾍﾞﾝﾄの企画や愛
称・ﾛｺﾞﾏｰｸ・ｵﾘｼﾞﾅﾙｸﾞｯｽﾞ・休憩
用ﾍﾞﾝﾁ・現地掲出用ﾏｯﾌﾟなどの
作成を行い、小宅古墳群への関
わりしろの創出と里山の会の受入
体制の強化につながった。
なお、これらの取組の総まとめとし
て、例年開催されている「小宅古
墳群菜の花・桜まつり」の開催に
併せ、本事業に関わった方々「ｵ
ﾔｹｺﾌﾝｽﾞ」が、R5.4.1に「ｵﾔｹｺﾌﾝ
ｽﾞﾌｪｽ」を開催した。
ｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞﾂｱｰについては、利用
者の移住が2組8人実現し、具体
的な成果につながった。引き続き
実効性のあるツアーが企画できる
よう、ｷｰﾊﾟｰｿﾝの確保等の準備
や、制度周知に努めていく。

A
このまま

継続
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

暮らし
／
27

【ワンストップ窓口・WEBサイト関
連経費】
移住サポートセンターや移住関
連情報ワンストップサイトにおけ
る「関係案内所」としての情報を
充実させ、リピーターの増加と新
たな参加者の獲得を図ると共
に、引き続き東京圏在住者や近
隣市町の工業団地勤務者に向
けて本町での暮らしの魅力のPR
を行い、関係人口や移住希望
者の創出を図る。また、利用者
等へのマーケティング調査を行
う。

【担当課：企画課】

■ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ窓口・WEBｻｲﾄ関連経
費
・昨年度に引き続き、道の駅ましこ
内に移住ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰを設置・運
営するとともに、移住関連情報等
のﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｲﾄを運営し、相談対
応・情報発信を行った。また、子
育て支援制度をまとめたﾁﾗｼを作
成し、町内施設やｲﾍﾞﾝﾄ等で配布
した。
・東京圏在住の20～30歳代や、
住まいづくり奨励金等の交付者へ
のｱﾝｹｰﾄ調査を行った。
・相談件数（R4）
【道の駅：116件】【役場：44件】

【事業費】928,422円
消耗品費・燃料費・通信運搬費・
委託料・車両ﾘｰｽ料・移住ﾌｪｱ負
担金・ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｻｲﾄ賃借料等

A

このまま
継続

窓口での移住相談件数は、対前
年度比1.5倍となった昨年度に比
べると2割程度減少したが、移住ｾ
ﾐﾅｰ等のｲﾍﾞﾝﾄ時も含めた相談件
数は1割減以内にとどまった。ま
た、ｺﾛﾅ禍前の窓口相談件数は
90件前後であったため、高水準を
維持できているということができ
る。
引き続き移住相談やｵｰﾀﾞｰﾒｲﾄﾞﾂ
ｱｰによるきめ細やかな対応に努
めるとともに、関係人口創出事業
の実施や町内受入団体の育成に
より、関係人口の創出を進めてい
く。

※参考：相談件数（R3）
【道の駅：154件】【役場：44件】

A
このまま

継続
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

暮らし
／
34

【花のまちづくり事業】
1年目のマーケティング調査結
果に基づき各調査・研究項目の
データの収集および分析等を深
め、実現に向けたプラン策定を
進める。
前年の収益化の実装のPDCAサ
イクルの見直し。

【担当課：生涯学習課】

■花のまちづくり事業
・菜の花･桜、ひまわり、ｺｽﾓｽの3
大花祭りでは、ｺﾛﾅ禍の影響もあ
り、駐車場及び簡易的な展望台
設置のみ行った（物販やｽﾃｰｼﾞｲ
ﾍﾞﾝﾄ等は未実施）。
・花ﾌｪｽﾀ2022を行い、町内産の
花の展示の他、園児小学生によ
る「花の絵画展」、押し花教室等を
実施した。
・花いっぱいｺﾝｸｰﾙを開催。一般
の部15団体、学校の部11団体参
加。

【事業費】10,000,000円
花のまちづくり実行委員会交付金

A

このまま
継続

コロナ禍の影響もあり3大花祭りの
イベント開催は見送ったが、目標
値を大きく上回る来場者数となっ
た。また、昨年に引き続き花フェス
タを開催し、事業のPRを行った。
今後は、各花畑会場で実施した
アンケート調査の分析を行い、収
益化が図れる事業の検討を行う。

A
このまま

継続
5委員

　・担当課による評価及び検証に
異論なし。

【再掲】
ランドスケープ計
画を核とした地域
の担い手・関係人
口創出計画

【再掲】
地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

【再掲】
21,595,697

【再掲】
①地域の保全
活動に取り組
んだ人数
2,689人

②masipoカー
ド会員数（町
外）
900人

③移住定住・
関係人口ワン
ストップサイト
トップページ
アクセス数
6,153件

④花祭り来場
者数
70,000人

【再掲】
①2,749人

②15,200人

③6,653件

④76,000人

【再掲】
①2,314人

②9,692人

③8,767件

④95,471人
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担当課の検証　①
ＫＰＩに関する検証については、

計画申請課が総括
外部検証委員の検証

地域再生計画名
地方創生
関連制度名

個別事業の概要
本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
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重要業績評価指標(KPI)
分野／
ﾍﾟｰｼﾞ
（未来
計画）

B

改善・
見直し

①ECサイトについては、今後事
業内容を精査し検討を進める。

②については、現段階では本年
度実績値が捕捉できないため、
今回は検証せず。

③リアル陶器市を開催したもの
の、新型コロナウイルス感染症の
影響から観光客入込数の伸び悩
みもあり、益子焼販売額の目標値
達成はかなわなかった。今後も消
費者の購買意欲を刺激するような
新商品の開発に引き続き取り組
み、販売額の増加に繋げていき
たい。

④野菜の減産は全体的な傾向
で、コロナ禍における業務用の需
要減少が主因であると推測され
る。安定的な需要確保のため、ふ
るさと納税返礼品やネット販売な
ど個人需要の喚起にも取組んで
いく。

B
改善・
見直し
5委員

・ECサイトに関しては、利用者目
線での利便性を考える必要があ
る。

・町内の産品を扱うポータルサイ
トがいつくあるのかは把握してい
ないが、「道の駅ましこ」や「ましこ
ラボ」等もECサイトを運営してい
るのであれば、一元化することが
望ましい。

・独自モール運営の難しさとし
て、サイトを見てもらうまでの流入
経路の構築やPRをしないと見て
もらえないと思うので、そのような
取組がさらに必要である。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。

産業
／
43

【「ましこマーケット・クラフト」サイ
ト改修等事業】
「ましこマーケット・クラフト」サイト
について、益子焼をはじめ、木
工品や革製品も含めた手仕事
品等、掲載商品の充実を目指
すとともに、SNSとの連携を強化
し、フォロワー数、アクセス数及
び売り上げの増加を図る。

【担当課：観光商工課】

■「ましこマーケット・クラフト」サイ
ト改修等事業
・「ましこマーケット・クラフト」サイト
について、益子焼をはじめ、木工
品や革製品も含めた手仕事品
等、サイトの取り扱い商品拡大の
ためのサイト改修および商品販売
額の増加を目指し、Instagramで
の広告宣伝を実施した。

【事業費】1,885,492円
交付金

A

このまま
継続

サイトについて、改修とSNSでの
広報を行うことでサイトへのアクセ
ス数を増加することができた。引き
続きSNSとの連携を強化していき
たい。

A
このまま

継続
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

産業
／
43
・

産業
／
46

【「ましこマーケット・フード」サイト
販売品強化実証事業】
「ましこマーケット・フード」サイト
について、商品の売上向上と、
サイトへの出品者の枠を広げる
ために、冷蔵・冷凍以外の商品
在庫の保管管理の手法の確立
と制度設計の実証を行う。

【担当課：観光商工課】

■)「ましこマーケット・フード」サイ
ト販売品強化実証事業
・出品事業者を含めた町内事業
者を対象に、新たな顧客層の獲
得と売上向上を目標とした新商品
開発ワークショップを開催した。ま
た、消費者ニーズの把握を目的と
した食品の販売動向調査のた
め、都内において、商品販売を実
施した。

【事業費】3,540,000円
交付金

A

このまま
継続

出品者枠を広げるために新商品
開発ワークショップや都内での商
品販売を実施した。新商品開発
への継続した取り組みや調査
データ分析により、顧客ターゲット
の絞り込みや消費者ニーズを的
確に捉えることで、今後の販売品
強化に繋げていきたい。

A
このまま

継続
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

購買手法の変化
に対応するため
の「独自モール型
ECサイト」を核とし
た産業支援計画

8,300,000

①32万円

②___億円
（R2）
（R1は523億
円）

③20億円
（R4）

④28億円
（R3）

①266万円

②554億円
（R2）

③25億円
（R4）

④36億円
（R3）

①「ましこマー
ケット」販売手
数料
0万円

②町内総生
産額
538億円
（H29）

③益子焼総
販売額
23.0億円（R1）

④市町村別
農業算出額
34.0億円
（H30）

地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

購買手法の変化に対応するための「独自モール型ECサイト」を核とした産業支援事業のＫＰＩに関する検証 →
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地方創生関連事業に関する実績検証資料　　【　令和　４　年度　】
担当課・外部検証委員の評価　　Ａ：このまま継続　　Ｂ：改善・見直し　　Ｃ：廃止・終了

あ い う え お か き く け こ さ し

指標（開始時） 本年度目標値 本年度実績値 評価 KPI・実績に対する見解と今後の方針 評価 主な意見

担当課の検証　①
ＫＰＩに関する検証については、

計画申請課が総括
外部検証委員の検証

地域再生計画名
地方創生
関連制度名

個別事業の概要
本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
総事業費
（単位:円）

重要業績評価指標(KPI)
分野／
ﾍﾟｰｼﾞ
（未来
計画）

産業
／
43

【出店者フォローアップ事業】
消費者動向を報告書としてまと
め、出店者にフィードバックを行
うことにより、新商品の需要を含
めた販売品の魅力向上とサイト
強化に寄与するための市場調
査を行う。

【担当課：観光商工課】

■出店者フォローアップ事業
・商品の男女別・地域別等の購買
金額分析を実施し、各事業者へ
調査結果を還元した。また売上向
上に繋がるためのSNS活用方法を
学ぶセミナーを実施した。

【事業費】1,574,508円
交付金

A

このまま
継続

商品分析を行い、各事業者へ共
有を行うことができた。今後、事業
者にはそれぞれ新商品の開発
と、SNSの活用によるサイト強化を
行っていただけると考えている。

A
このまま

継続
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

産業
／
43

【新商品開発のための人材育成
事業】
益子町の陶芸家に対して、国内
外の優れたアーティスト（工芸作
家）を招聘し、その技法を学ぶ
ワークショップを行う。益子町以
外で活動しているアーティストを
講師に迎えることにより、益子の
粘土や釉薬等の魅力・特性を生
かした新たな視点に触れること
ができ、益子町の陶芸家のレベ
ルアップを図り、新商品の開発
につなげていく。
事業2年目は、1年目に招聘した
アーティストの制作活動に関す
る対応やワークショップの実施
方法等のノウハウを基にして、複
数名のアーティストを募集して事
業を行う。

【担当課：観光商工課】

■新商品開発のための人材育成
事業
・国内陶芸家（アーティスト）2名、
国外陶芸家（アーティスト）１名に
よる事業を実施。町内陶芸家のレ
ベルアップを図るワークショップや
講演会を行い、その内容につい
て動画も作成しWEB上で公開す
ることで町内陶芸家の人材育成を
図った。

【事業費】1,300,000円
委託料

A

このまま
継続

国内だけでなく、海外からのアー
ティストによる事業も実施できた。
より多くの町内陶芸家に参加して
もらい事業の効果を高めるため、
参加者のアンケートを基に、ワー
クショップや講演会の内容を検討
し事業を実施していく。

A
このまま

継続
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

【再掲】
①32万円

②___億円
（R2）
（R1は523億
円）

③20億円
（R4）

④28億円
（R3）

【再掲】
8,300,000

【再掲】
①266万円

②554億円
（R2）

③25億円
（R4）

④36億円
（R3）

【再掲】
①「ましこマー
ケット」販売手
数料
0万円

②町内総生
産額
538億円
（H29）

③益子焼総
販売額
23.0億円（R1）

④市町村別
農業算出額
34.0億円
（H30）

【再掲】
地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

【再掲】
購買手法の変化
に対応するため
の「独自モール型
ECサイト」を核とし
た産業支援計画
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地方創生関連事業に関する実績検証資料　　【　令和　４　年度　】
担当課・外部検証委員の評価　　Ａ：このまま継続　　Ｂ：改善・見直し　　Ｃ：廃止・終了

あ い う え お か き く け こ さ し

指標（開始時） 本年度目標値 本年度実績値 評価 KPI・実績に対する見解と今後の方針 評価 主な意見

担当課の検証　①
ＫＰＩに関する検証については、

計画申請課が総括
外部検証委員の検証

地域再生計画名
地方創生
関連制度名

個別事業の概要
本年度の内容・実績及び事業費

（単位:円）
総事業費
（単位:円）

重要業績評価指標(KPI)
分野／
ﾍﾟｰｼﾞ
（未来
計画）

益子町地区別戦
略策定支援計画

地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

経営体
／
75

【地区別戦略策定支援事業】
地区別戦略策定支援業務
・専門家と連携し、地域住民等
の意見を聞きながら、自治会の
枠を超えた新たなコミュニティに
ついて検討するとともに、より細
かな範囲ごとに人口動態の現状
分析と将来推計を行う。
・地区別戦略の策定に向け、地
域住民の理解を得ながらモデル
地区の選定について検討した。
・並行して、戦略策定の意義や
優良事例の紹介等を行うと共
に、次年度のモデル地区の募集
を行う。

【担当：企画課】

■地区別戦略策定支援事業
・人口データ等の集約・整理
・地区人口の現状分析、将来予
測、定住増加シミュレーション
・中小規模自治会等現地調査と
要因分析（2地区）
・地区別戦略策定支援（意見交
換・ワークショップ・助言等）

【事業費】3,784,000円
委託料

3,784,000

①人口の社会
動態（20～30
歳代）
△120人

②地区別戦
略策定数（単
年度計）
0件

③20～30歳
代の移住者数
（単年度計）
0世帯

④自治会加
入世帯の割合
70.62％

①△75人

②1件

③15組

④70.67％

①△30人

②0件

③19組

④70.15％

B

改善・
見直し

①③東京圏への一極集中の改善
傾向と若年外国人労働者の流入
の増加により、目標を達成でき
た。引き続き第3期未来計画に
沿った施策を総合的に展開して
いく。

②調査分析や職員ﾁｰﾑによる検
討、自治会長への周知などの地
固めに注力したこともあり、KPIが
達成できなかった。次年度以降
は機運醸成にも注力していく。

④高齢単身世帯や老々世帯、ま
た自治会活動への参加を希望し
ない世帯が増え、自治会退会者
や未加入者の増加を食い止め切
れなかった。自治会活動等の魅
力向上や情報発信の推進等によ
り、自治会や地域づくり活動への
参画に対する意識高揚を図る。

B
改善・
見直し
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

A
このまま

継続
5委員

・担当課による評価及び検証に
異論なし。

地域商社を核とし
た加工拠点整備
計画

地方創生拠点整
備交付金
(1/2国庫補助)

【益子町地域振興拠点施設（加
工施設）整備事業】
地域の特産品であるりんごやな
し、ぶどう、ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰといった多
様な果樹や野菜を活用し、民間
業者、金融機関、町の出資によ
り設立した地域商社（㈱ましこｶﾝ
ﾊﾟﾆｰ）を核として、多くの顧客ﾆｰ
ｽﾞに対応する高付加価値商品
や、保存期間が長く、加工も容
易で町のﾌﾞﾗﾝﾄﾞとなる商品の創
出と、今後需要が見込まれる一
次加工受託商品の製造が可能
な食品加工施設を整備すること
により、地方創生における課題
の解決とその受け皿となる地域
商社の経営基盤強化を図る。

【担当課：農政課】

■農産加工品の商品開発と製造
・上記に係る町内関係者の支援

【事業費】56,961,152円
新商品開発費、食品製造費
※　ましこｶﾝﾊﾟﾆｰにおける事業費

56,961,152

①本施設整
備により新た
に製造・開発
された商品数
0点

②本施設整
備により製造・
開発された商
品の販売増加
額
0千円

③本施設整
備により新た
に雇用した雇
用者数
7人

産業
／
45

益子町 起業支援
施設「チャレンジ
ショップ」整備計
画

地方創生拠点整
備交付金
(1/2国庫補助)

および

備品購入は
地方創生推進交
付金
(1/2国庫補助)

【益子町 起業支援施設「チャレ
ンジショップ」整備事業】
・最初から独立店舗での開業が
難しい事業者に対し、町所有の
建物を改修し、低額な家賃で2
年間貸し出すことにより、起業・
経営ﾉｳﾊｳを習得し、賃借期間
終了後に町内空き店舗等にて
独立開業する事業者を育成し、
空き店舗の活用、商店街の活性
化 、事業者の定住を図る。

【担当課：観光商工課】

■チャレンジショップ運営

【事業費】21,230円
消耗品費、賃借料

21,230

①本施設整
備・稼働後の
空き店舗の年
間利用件数
0件

②本事業利
用者の起業支
援補助金利
用件数
0件

③本施設利
用者の町内で
の独立開業件
数
0件

①4件（累計）

②1件（累計）

③0件（累計）

①1件

②0件

③0件

①36点（累
計）

②14,823千円

③16人（累
計）

①29点（累
計）

②14,908千円

③16人（累
計）

A

このまま
継続

①常温でも保存性が高い瓶詰加
工品を8種類商品化した。今後は
ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｲﾒｰｼﾞの高い地域の農産
物で、雇用ﾆｰｽﾞに合ったものに
焦点を当て、開発を進めていく。

②ｺﾛﾅ禍にもかかわらず、販売額
は昨年度と比較して増加した。観
光客入込数も回復傾向にあり、道
の駅利用者も増えてきていること
から、今後も増加すると思われ
る。更なる販売額増加に向け、商
品のｾｯﾄ販売化や、道の駅の売り
場面積だけでは限界があるの
で、ふるさと納税も活用しながら、
販路拡大を図っていく。

③目標値を達成した。引き続き取
組を続けていく。

産業
／
42

B

改善・
見直し

①空き店舗利用の要望はある
が、空き店舗情報がない。貸し借
りしやすいシステムの構築が必要
である。

②チャレンジショップの利用者が
地域おこし協力隊の退任者であ
り、地域おこし協力隊の起業に関
する経費補助制度を令和4年度
に活用したため、0件であった。

③本施設の供用開始が令和3年
度3月末であり、2年間育成後独
立開業を目指すものとなるので、
0件であった。

B
改善・
見直し
5委員

①について…制度の仕組み的に
難しい面もあるかもしれないこと
やショップのコンセプトなどによる
ものがあるかもしれないが、店舗
が営業していない曜日や時間帯
があるのでその時間の活用方法
などがあると良いのではないかと
思う。

・上記以外については担当課に
よる評価及び検証に異論なし。
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